
は
る
こ
ま

写真展
一之瀬高橋の春駒

2022年11月19日[土]ー 12月11日[日]

甘草屋敷（重要文化財　旧高野家住宅  ）
〒404-0042 山梨県甲州市塩山上於曽 1651-15
（JR塩山駅北口より徒歩 1分）

開場時間 10:00-16:00

休館日  11月22日、24日、29日　12月6日

＊写真展は無料ですが、甘草屋敷の来館には別途入館料が必要になります。
（個人：大人 310円、小人・学生 200円）　



「
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒
」
は
山
梨
県
甲
州
市
一
之
瀬

高
橋
地
区
で
小
正
月
の
１
月
14
日
に
行
わ
れ
て
い

た
、
道
祖
神
祭
り（
地
区
の
神
さ
ま
ま
わ
り
）の
民
俗
芸

能
で
す
。一
年
の
始
ま
り
に
、
集
落
の
無
病
息
災
・

家
内
安
全
・
交
通
安
全
な
ど
を
祈
願
し
ま
す
。
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

色
鮮
や
か
に
動
く
万
灯（
ザ
シ
）、
露
払
い
と
馬
が
一

対
一
で
踊
る
春
駒
、
春
駒
を
見
守
り
、
包
み
込
む
唄

の
大
合
唱
、
激
し
く
全
力
で
動
き
回
る
弁
慶
、
道
中

は
笛
や
太
鼓
に
鉦
に
「
ド
ウ
ソ
ジ
ン
、
ド
ウ
ソ
ジ

ン
！
」
と
い
う
威
勢
の
い
い
掛
け
声
、
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
演
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の

方
々
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
お
祭
り
で
、
あ
た
た

か
い
雰
囲
気
と
楽
し
い
笑
い
声
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

黒
川
金
山
そ
ば
の
山
梨
県
の
山
奥
に
位
置
す
る
一

之
瀬
高
橋
地
区
は
過
疎
化
が
進
ん
で
い
て
、
春
駒

は
１
９
８
９
年
に
地
区
の
祭
り
と
し
て
は
一
度
途
絶

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
惜
し
ん
だ
出
身
者
や
賛
同
者
に

よ
っ
て
、
市
街
地
の
塩
山
を
中
心
に
２
０
０
８
年
よ

り
復
活
し
て
い
ま
す
。
甘
草
屋
敷
は
春
駒
保
存
会

の
お
祭
り
の
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
素
朴
で
力
強
い
春
駒
に
魅
了
さ
れ
２
０
１
７

年
よ
り
写
真
を
撮
っ
て
い
た
東
京
在
住
の
豊
村
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
に
渡
り
春
駒
が
中
止
で
あ
る
こ

と
を
憂
い
、
写
真
展
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆
で
踊

り
唄
い
、
色
鮮
や
か
で
躍
動
に
満
ち
溢
れ
た
春
駒

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
来
場
者
の
方
に
先
着
で「
春
駒
の
写
真
集
」を
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

＊
春
駒
保
存
会
に
よ
る
祭
事
道
具
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

＊ 「
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒 

写
真
展
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
す
べ
て
豊
村
（tim

ka1231@
hotm

ail.com

）
ま
で
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク[

事
前
予
約
制
・
二
回
制]

２
０
２
２
年
11
月
19
日（
土
）

① 

13
時
〜
　
② 

15
時
〜

ト
ー
ク
ゲ
ス
ト

丸
尾
依
子（
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

左
記
Q
R
コ
ー
ド
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
左
記

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
『
件
名
：
春
駒
写
真
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
参
加
希
望
／
本
文
：
氏
名
、
人
数
、
電
話

番
号
』
を
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

tim
ka1231@

hotm
ail.com

主催･写真：豊村由香理（京都芸術大学）　　協力：甲州市教育委員会生涯学習課／一之瀬高橋春駒保存会　　DMデザイン：浦川彰太　　京都芸術大学通信教育課程　学生創作研究助成金採択企画　　コロナウイルスによる影響で内容が変更になる可能性もあります
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